
第126号 流 山  議 会 だ よ り 平成21年2月15日（日曜日） 《8》

平成20年第4回定例会審議結果

古紙 100％再生紙、大豆油インク使用

議
員
提
出
の
可
決
議
案

　

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会
は
、
よ
り
読
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り

作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
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議
会
事
務
局
ま
で
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新
し
い
年
も
早
い
も
の
で

１
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
寒

さ
も
一
段
と
厳
し
く
な
り
、

こ
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が

気
が
か
り
で
す
。
特
に
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
危
機

感
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
寒
さ
と
と
も
に
さ
ら

に
厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
世

界
経
済
。
昨
年
の
後
半
か
ら
世

界
的
な
金
融
危
機
が
進
行
し
、

世
界
規
模
の
不
況
の
波
は
、
私

た
ち
の
日
々
の
生
活
に
も
そ

の
影
響
が
重
く
の
し
か
か
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。
早
く
こ
の

経
済
危
機
を
乗
り
越
え
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
社
会
に
な

る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

健
康
対
策
も
経
済
対
策
も
、

世
界
規
模
で
の
対
策
が
必
要

と
思
い
ま
す
が
、
国
、
行
政
、

議
会
、
そ
し
て
個
人
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
た
対

応
も
ま
た
必
要
と
思
い
ま
す
。

　

ま
も
な
く
新
年
度
の
予
算
を

審
議
す
る
平
成
21
年
第
１
回
定

例
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
議
会

だ
よ
り
を
通
じ
て
皆
様
に
わ
か

り
や
す
い
情
報
提
供
が
で
き
る

よ
う
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

海
老
原　

功
一

議
会
の
窓

平
成
21
年
第
１
回
定
例
会
は
、
次
の
会
期
日
程
（
案
）
の
と
お
り

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ
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午
後
１
時
開
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　　市長提出議案
議案番号 件　　　名（件名は略称） 結　　果
第 93 号 平成 20 年度流山市一般会計補正予算（第 3号） 可決＝○

第 94 号 職員の勤務時間､ 休暇等に関する条例の一部を改正する条例の
制定 可決＝◎

第 95 号 平成 20 年度流山市介護保険特別会計補正予算（第 2号） 可決＝◎
第 96 号 平成 20 年度流山市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2号） 可決＝◎

第 97 号 流山市立保育所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する
条例の制定 可決＝○

第 98 号 指定管理者の指定 可決＝○
第 99 号 指定管理者の指定 可決＝○
第 100 号 指定管理者の指定 可決＝○
第 101 号 平成 20 年度流山市国民健康保険特別会計補正予算（第 2号） 可決＝◎
第 102 号 流山市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定 可決＝◎
第 103 号 流山市自転車駐車場条例の一部を改正する条例の制定 可決＝○

第 104 号 流山市農業災害による農業経営維持安定資金利子補給条例の一
部を改正する条例の制定 可決＝◎

第 105 号 流山市廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例の一部を改正
する条例の制定 可決＝○

第 106 号 平成 20 年度流山市西平井・鰭ケ崎土地区画整理事業特別会計補
正予算（第 2号） 可決＝○

第 107 号 平成 20 年度流山市公共下水道特別会計補正予算（第 2号） 可決＝○
第 108 号 平成 20 年度流山市水道事業会計補正予算（第 2号） 可決＝○

第 109 号 流山市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の
一部を改正する条例の制定 可決＝◎

第 110 号 流山市消防本部及び消防署の設置に関する条例の一部を改正す
る条例の制定 可決＝◎

第 111 号 市道路線の認定 可決＝◎
第 112 号 市道路線の廃止 可決＝◎
第 113 号 教育委員会委員の任命 同意＝○

　　議員提出議案（可決された議案については、関係省庁に提出しました）
発議番号 件　　　名（件名は略称） 結　　果
第 32 号 協議の場の設置 可決＝◎
第 33 号 ミニマム・アクセス米の輸入中止を求める意見書 否決＝×
第 34 号 道州制の導入に反対する意見書 否決＝×
第 35 号 大失業の危険から雇用とくらしを守ることを求める意見書 否決＝×
第 36 号 前空幕長問題の全容解明を求める意見書 否決＝×
第 37 号 裁判員制度の実施延期を求める意見書 否決＝×
第 38 号 定額給付を取りやめ､ 地域実情に即した実効性ある政策を求める

意見書 否決＝×
第 39 号 医師・看護師等を増やすための法整備､ 財政措置を求める意見書 否決＝×
第 40 号 義務教育費国庫負担制度堅持に関する意見書 可決＝◎
第 41 号 国における平成 21 年度教育予算拡充に関する意見書 可決＝◎

　　請願・陳情
番号 件　　　名 結　　果

請願第 3号 消費税増税に反対する請願書 不採択＝×
陳情第 10 号 家庭ごみ有料化に反対の陳情書 不採択＝×
陳情第 14 号 「義務教育国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択を求める陳情書 採択＝◎

陳情第 15 号 「国における平成 21（2009）年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する陳情書 採択＝◎

陳情第 16 号 生活保護法改悪反対､ 生活保護基準の引き上げを求める陳情書 不採択＝×
陳情第 17 号 乳幼児医療費助成の拡充を求める陳情書 不採択＝×
陳情第 18 号 妊産婦健診 14 回の実現を求める陳情書 不採択＝×
陳情第 19 号 介護保険料の引き下げ等を求める陳情書 不採択＝×
陳情第 20 号 動物「移動（訪問）火葬車」不使用の陳情書 参考配付

▼
発
議
第
32
号
協
議
の
場
の
設

置
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ

り
、
議
会
に
臨
時
に
協
議
等
の

場
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
流
山
市
議
会
会

議
規
則
第
１
５
９
条
第
２
項
の

規
定
に
よ
り
、
臨
時
に
議
会
に

協
議
等
の
場
を
設
置
す
る
こ
と

と
し
、
同
条
第
３
項
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
明
ら
か
に

す
る
も
の
で
あ
る
。
①
名
称
は

流
山
市
自
治
基
本
条
例
調
査
検

討
協
議
会
②
目
的
は
流
山
市
自

治
基
本
条
例
（
案
）
に
関
す
る

調
査
研
究
お
よ
び
そ
の
他
流
山

市
自
治
基
本
条
例
（
案
）
に
関

し
必
要
と
認
め
る
事
項
の
調
査

研
究
③
構
成
員
は
流
山
市
議
会

議
員
13
名
④
招
集
権
者
は
流
山

市
自
治
基
本
条
例
調
査
検
討
協

議
会
会
長
⑤
期
間
は
調
査
研
究

の
終
了
す
る
ま
で

▼
発
議
第
40
号
「
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
堅
持
に
関
す
る

意
見
書
に
つ
い
て
」

　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

は
、
子
ど
も
た
ち
の
経
済
的
、

地
理
的
な
条
件
や
居
住
地
の
い

か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
無
償
で
義

務
教
育
を
受
け
る
機
会
を
保
障

し
、
か
つ
、
一
定
の
規
模
や
内

容
の
教
育
を
確
保
す
る
と
い
う

国
の
責
務
を
果
た
す
も
の
で
あ

る
。

　

国
に
お
い
て
は
、
国
の
財
政

状
況
を
理
由
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

か
ら
次
々
と
対
象
項
目
を
は
ず

し
、
一
般
財
源
化
し
て
き
た
。

　

さ
ら
に
、「
三
位
一
体
」
改

革
の
論
議
の
中
で
、
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
の
見
直
し
が

行
わ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
は
堅

持
す
る
が
、
費
用
負
担
の
割
合

に
つ
い
て
は
、
２
分
の
１
か
ら

３
分
の
１
に
縮
減
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
今
後
、
３
分

の
１
と
し
た
国
庫
負
担
金
の
割

合
が
、
恒
久
措
置
で
は
な
く
、

制
度
全
廃
も
含
め
た
検
討
が
な

さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

義
務
教
育
に
お
け
る
国
と
地

方
の
役
割
等
に
つ
い
て
十
分
議

論
が
さ
れ
な
い
ま
ま
、
地
方
分

権
推
進
の
名
の
も
と
に
、
こ
の

よ
う
な
見
直
し
が
今
後
さ
ら
に

行
わ
れ
る
と
、
厳
し
い
地
方
財

政
を
ま
す
ま
す
圧
迫
す
る
ば
か

り
で
は
な
く
、
義
務
教
育
の
円

滑
な
推
進
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
憂
慮
さ
れ
る
。
ま

た
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
が
廃
止
さ
れ
た
場
合
、
義
務

教
育
の
水
準
格
差
が
生
ま
れ
る

こ
と
は
必
至
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、

21
世
紀
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育

に
責
任
を
持
つ
と
と
も
に
、
教

育
水
準
の
維
持
向
上
と
地
方
財

政
の
安
定
を
図
る
た
め
、
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持

す
る
よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で

あ
る
。

▼
発
議
第
41
号
「
国
に
お
け
る

平
成
21
年
度
教
育
予
算
拡
充
に

関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て
」

　

現
在
、
日
本
の
教
育
は
学
級

崩
壊
等
の
様
々
な
深
刻
な
問
題

を
抱
え
て
い
る
。

　

一
方
、
国
際
化
・
高
度
情
報

化
な
ど
の
社
会
変
化
に
対
応
し

た
学
校
教
育
の
推
進
や
教
育
環

境
の
整
備
促
進
、
総
合
的
な
学

習
の
実
施
や
選
択
履
修
の
拡
大

に
伴
う
経
費
等
の
確
保
も
急
務

で
あ
る
。

　

千
葉
県
お
よ
び
県
内
各
市
町

村
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

教
育
施
策
の
展
開
に
は
、
財
政

状
況
の
厳
し
い
現
状
を
み
れ

ば
、
国
か
ら
の
財
政
的
な
支
援

等
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

充
実
し
た
教
育
を
実
現
さ
せ

る
た
め
に
は
、
教
育
環
境
の
整

備
を
一
層
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
次
の
項
目
を
中
心
に
、

平
成
21
年
度
教
育
予
算
の
充
実

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

子
ど
も
た
ち
に
、
き
め
細
か

な
指
導
を
す
る
た
め
の
公
立
義

務
教
育
諸
学
校
教
職
員
定
数
改

善
計
画
を
早
期
に
策
定
す
る
こ

と
。

　

少
人
数
学
級
を
実
現
す
る
た

め
の
義
務
教
育
諸
学
校
に
お
け

る
学
級
編
制
基
準
数
を
改
善
す

る
こ
と
。

　

保
護
者
の
教
育
費
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
義
務
教
育
教
科

書
無
償
制
度
を
堅
持
す
る
こ
と

や
就
学
援
助
に
関
わ
る
予
算
を

拡
充
す
る
こ
と
。

　

子
ど
も
た
ち
が
地
域
で
活
動

で
き
る
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
の

育
成
等
環
境
・
条
件
を
整
備
す

る
こ
と
。
危
険
校
舎
、
老
朽
校

舎
の
改
築
や
公
立
学
校
施
設
整

備
費
を
充
実
す
る
こ
と
。

　

子
ど
も
の
安
全
と
充
実
し
た

学
習
環
境
を
保
障
す
る
た
め

に
、
基
準
財
政
需
要
額
を
見
直

し
、
地
方
交
付
税
交
付
金
を
増

額
す
る
こ
と
。

　

国
に
お
い
て
は
、
教
育
が
未

来
へ
の
先
行
投
資
で
あ
り
、
日

本
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
十
分
な
教
育
を
保
障
す
る
こ

と
が
、
国
民
の
共
通
し
た
使
命

で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ
れ
、

国
財
政
が
非
常
に
厳
し
い
状
況

の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
必
要

な
教
育
予
算
を
確
保
す
る
こ
と

を
強
く
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

◎＝全会一致／○＝賛成多数／×＝賛成少数

※

※は継続審査を示す




